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市政だより 「ー交通事故相談日

7月27日(火〉

市役所市民相談室

10時--15時
なるべく事故に関係のあ

る書類をご持参下さい
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市政だより

O
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
と

有
害
雑
草
の
撲
滅
運
動

ご
家
庭
の
周
囲
に
は
え
て
い
る

雑
草
を
家
族
ぐ
る
み
で
取
り
の
ぞ

き
ま
し
ょ
う
。

不
在
地
主
の
所
有
地
な
ど
の
繁

茂
が
ひ
ど
い
よ
う
で
す
。

町
内
中
に
そ
ん
な
箇
所
が
な
い

よ
う
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
繁
茂

地
を
追
放
す
る
よ
う
運
動
を
展
開

l
u
古品
1
レ
4

・っ。

官
公
署
や
事
業
所
の
周
囲
に
も

は
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

管
理
者
は
責
任
を
も
っ
て
除
去

に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

……一双山
態臨時一一
一一仁
川
欝
欝
韓
議
離

F
J
l
ゴ
l
レ

ド

‘

二
一
瞬
欝
花
よ
り
ル
=
ビ
J

引
を
配
布

W

一…j一一九唖窓豹醐町一
虫

、
問
、
〉
役
祉
事
部
描
描
闇
描
瞳
曜
醐
輔
睡
眠
盟
溜
・

ι

二
一
九

、

監

勝

機

騒

盟

関

市

民

憲

章

推

進

協

議

会

二
て
い
?
繍
鋭
機
織
麟
購
轍
盤

一一
蹴
総
数
勝
機
織
舗
麟
鱒
鱒
髄
六
月
二
十
九
日
真
夏
を
思
わ
せ
花
苗
は
、
四
十
四
年
長
崎
国
体
~

-
r
J
t
J
ぺ
怒
ら
恥
輪
開
欝
糠
餓
識
調
瞳
輯
錨
輯
輯

H

、、、韓

Jr鱗縦
麟
鱒
鱗
欝
購
る
つ
ゅ
の
晴
聞
に
、
図
書
館
横
の
以
来
毎
年
配
布
さ
れ
て
お
り
、
大
)

一一一九
議
藤
議
議
広
場
で
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
の
村
部
隊
の
隊
員
さ
ん
の
手
で
育
て
一

+一

主

総

選

鱗

森

福

治

会

長

外

社

会

教

育

課

職

員

ら

れ

た

も

の

で

す

。

一一
一

総
勢
、
、
膨
験
終
総
総
騨
齢
輯
翻
舗
に
よ
り
マ
リ

i
-コ
ー
ル
ド
約
二
万
今
年
の
苗
は
、
成
育
が
よ
く
‘

一一勺一
論
議
麟
臨
醐
輯
輯
輯
輔
輔
轍
膿
輔
本
、
サ
ル
ビ
ア
二
千
五
百
本
を
市
夏
の
花
と
し
て
美
し
く
咲
き
、
環
川

一言
語
--
一
日三
一一色白
羽山
4
1

4
4
III-
一首欄

E
Z
内
老
人
ク
ラ
ブ
並
び
に
学
校
、
病
境
美
化
の
推
進
に
役
立
つ
乙
と
で
V

~
テ
ン
ト
張
り
で
花
苗
を

v

一
配
布
し
て
い
る
森
会
長
と
職
員
院
な
ど
各
施
設
に
配
布
し
ま
し
た
し
よ
う
。

(2) り

みんなの生活の中で

おむお昭和51年7月15日
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市民憲章を実践しよう

8月22日を市民大清掃の日に

七
月
六
日
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
聞
か
れ
た
総
会
で
次
の
よ
う
に

新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

め
に
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
実
践

運
動
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

O
引
年
度
新
役
員
(
敬
称
略
)

ム
会
長
森
福
治
(
町
総
代
連

合
会
長
)

ム
副
会
長
樋
上
忠
一
(
公
民
館

連
絡
協
議
会
長
)
小
松
初
子

(
連
合
婦
人
会
長
)
長
岡
力

(
青
年
団
連
絡
協
議
会
長
)

ム
監
事
宮
田
保
二
(
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
)
上
野
諦
信
(
子

供
会
育
成
連
絡
協
議
会
長
)

ム
顧
問
高
木
隆
虎
〈
市
長
)

勢
戸
利
春
(
市
議
会
議
長
)

さ
ら
に
昨
年
度
に
引
き
続
い
て

市
民
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ
る
環

境
美
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

ま
ち
ゃ
つ
く
り

暮

し

下

水

道

明

い

る

市
民
憲
章
構
造
崩
議
会
総
会
会
場

市
役
所
横
の
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
、
三
四
号
国
道
沿
い
や
長

崎
空
港
へ
の
道
路
沿
い
な
ど
も
市

の
美
観
を
著
し
く
害
し
て
い
ま
す

O
家
の
ま
わ
り

初
分
間
清
掃
運
動

昨
年
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ど

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年

も
家
の
ま
わ
り
を
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
三
十
分
間
清
請
を
実
施
し
ま
し

ょ
エノ。ご
家
族
、
町
内
の
皆
さ
ん
の
楽

し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
清
掃
運
動
を

展
開
し
て
下
さ
い
。

一
回
限
り
で
な
く
毎
月
一
回
、

日
を
き
め
て
家
族
、
町
内
、

職
場

ぐ
る
み
で
運
動
の
輪
を
広
げ
て
い

キ
C

古
ナ
し
ょ
'
つ
。

O
公
共
の
場
所

文
化
財
な
ど
の
清
掃

皆
さ
ん
の
日
常
利
用
さ
れ
る
町

内
公
民
館
や
遊
園
地
な
ど
の
空
地

や
側
溝
な
ど
も
町
内
あ
げ
て
き
れ

水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た い

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
わ
た
く
し
た
ち
の
大
村

市
に
は
た
く
さ
ん
の
古
い
史
跡
や

文
化
財
な
ど
が
点
在
し
て
い
ま
す

郷
土
史
の
勉
強
も
か
ね
て
こ
れ

ら
の
清
掃
に
汗
を
流
す
の
も
ま
た

意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

親
切
で
き
ま
り
を
守
る

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

市
民
に
な
り
ま
し
ょ
う

年

金

相

談

厚
生
年
金
な
ど
の
問
題
に
つ
い

て
は
従
来
、
諌
早
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
出
向
き
お
尋
ね
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
不
便
で
し
た
の
で
、

市
民
の
便
益
を
凶
る
た
め
社
会
保

険
事
務
所
の
協
力
を
得
て
、
先
月

に
引
き
続
き
今
月
も
次
の
と
お
り

相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。

日

を

開

設

月

28 

日

年
金
関
係
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
人
は
気
軽

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

な
お
、
事
業
所
(
会
社
)
の
方

も
結
構
で
す
。

日
時
七
月
二
十
八
日

午
前
十
時

I
午
後
三
時

市
役
所
市
民
相
談
室

場
所

み

な
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り

よ

ん
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手

で

い

環

境

を
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き

ま

よ
-
つ

し
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下

水

道

備

え

理

想

の

都

市

づ

く

り

付委管郵筒 入 必封乙書 紙 所住 j す 表投 各 労
す員理便にし要筒れでにでし 投 の 票 投なで
る長委 で入 、事 lζ を 記本 、て票 ; と結 票 おし
あ 員市 れ吏項入投 入人 投 いは
とて 会選てにを れ票しの 票る 、 りは 別市)
に送の挙、封記て用、自用場居 で下の内

大村市長選挙市内各投票所投票結果

所 | 選挙当日の有権者数 投 票 者数 | 

1~I 男 ! 女 ! 計 「頁ー|女 | 計 「
と民

張所

張所

主館

5 大村幼 稚 園

| 6 i市 立 図書館
7 社会福祉 センタ-

8 東大村婦人ホーム

9 昭和通公民 館

10 古 町 公民 館

中地区住民センター

12 諏訪 公民 館

13 松並公民 館 7931 878. 1，671 1 66川 752 I 1，4121 83.231 85.65 1 

l 14 ご 公民 館 6651 768可 5551竺片目 83.5918353

15 /_ *- 子供の家 民 竺 |主hiZ亙エ亙IL476 1 2，998/ 団司五五
~I 市役所竹松出張所 I~竺~1~竺U2竺~I~竺ιI__!，-~I~竺~I_J竺!..I _.E ，-竺!三日1
17 萱瀬小学校 487I 539 I L 026 I 447 I 490 I 937 I 9L 79 I 90.91 I 91.33 

18 黒木小 学校 194! 205 i 399 I 180 1. 181 I 361 I 92.78 I 88.29 1 

19 I市役所福重出張所 亡 亙 二 両 三 亙 二 E二 瓦 巨 亙豆ooi87.841 87.921 
~I 市役所松原出張所 7竺し?到」主1一旦i~7竺i土坐|竺二11!jqU-竺旦1
21 南野岳 公 民 館 145i 1401 2851 1261 1261 2521 86.90: 90.00 i 88.421 

22 I池 田 保 育 所 794I 963 I L 757 I 683 I 854 I 1， 537 I 86.02 I 88.68 I 87・48I 

23 I市民体育 館 524I 617 I 1，141 I 461 I 548 ¥ 1，009 ¥ 87 98 ¥ 88.82 I 88.43 ¥ 

計 118，544121.026139，570f 16.104118.399134.5031 86.8tl 87.5tl 87.19FI 

市

長

選

拳

て

投
票
率
前
回
を
上
回
る

投

票

率

は

町
・
四
%

六
月
二
十
日
執
行
さ
れ
ま
し
た

大
村
市
長
選
挙
は
.
梅
雨
期
の
雨

と
.
農
繁
期
の
た
め
に
投
票
率
の

重度の身体障害者は

す

法
律
の
改

正
に
よ
り
、

在
宅
等
の
重

度
の
身
体
障

害
者
は
、
郵

便
に
よ
る
投

票
を
す
る
乙

と
が
で
き
ま

す。

古
A
F

て き郵便て投票が

次
に
該
当

さ
れ
る
人
は

選
挙
の
あ
る

な
し
に
か
か

わ
ら
ず
早
め

に
手
続
が
で

き
ま
す
の
で

市
選
挙
管
理

委
員
会
に
申

出
て
、
郵
便

投
票
証
明
書

低
下
が
気
づ
か
わ
れ
ま
し
た
が
、

有
権
者
の
皆
さ
ん
の
選
挙
に
対
す

る
関
心
が
高
く
、
八
十
七
・
一
九

の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

⑤
身
体
障
害
者

両
下
肢
若
し
く
は
体
幹
の
障
害

の
人
は
.
一
級
ま
た
は
二
級
。
心

臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の

障
害
の
人
は
、
一

級
か
ら
三
級
に

該
当
す
る
人
。

@
戦
傷
病
者

両
下
肢
若
し
く
は
体
幹
の
障
害

の
人
は
.
特
別
項
症
か
ら
第
二
項

症
ま
で
。

心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸

器
の
障
害
の
人
は
.
特
別
項
症
か

ら
第
三
項
症
ま
で
に
該
当
す
る
人

※
投
票
の
方
法

投
票
し
よ
う
と
す
る
人
は
、

投

票
用
紙
及
び
投
票
用
封
筒
の
請
求

書
に
郵
便
投
票
証
明
書
を
添
付
し

て
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し

て
交
付
を
受
け
ま
す
。

%
の
投
票
率
に

な
り
ま
し
た
(

前
回
の
四
十
七

年
の
投
票
率
は

七
十
七
・
七
八

な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し

く
は
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
お

尋
ね
下
さ
い
。

投票区名 「一室
|施設

1 今 村

2 市役所三浦出

市役所鈴田lJj

上久 原公 J

O 

Y 」

3 

4 

A 
'" 
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精
霊
流
し
は
集
積
地
J¥  

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

恒
例
の
精
霊
流
し
が
近
づ
い
て

み
己
古
品
'
し
#
ん
。

「
き
れ
い
な
大
村
湾
を
守
る
た
め
」

当
日
の
精
霊
舟
や
供
物
な
ど
を
海

や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
に
、
次
の

乙
と
に
ど
協
力
下
さ
い
。

精
霊
舟
な
ど
の

指
定
集
積
地

一
、
中
央
地
区
(
大
村
、
西
大
村
)

馬
場
先
農
協
有
地

二
、
郡
地
区
(
竹
松
、
福
重
、
松

原
)
火
力
発
電
所
伏
原
埋
立
地

三
、
鈴
回
一地
区

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ
l
ド
下

回
、
三
浦
地
区

舟
津
、
日
泊
、
溝
陸

中
央
・
郡
地
区
で
の
行
事

現
地
に
祭
壇
を
設
け
、
合
同
供

養
(
午
後
九
時
ご
ろ
)
を
行
い

遂
次
現
場
で
焼
却

鈴
田
・
三
浦
地
区

集
積
地
に
誘
導
、
午
後
九
時
ご

ろ
か
ら
現
場
で
焼
却

指
定
集
積
地
に

遠

い

人

適
宜
焼
却
願
い
ま
す
。

交

通

規

制

当
日
の
混
雑
と
事
故
防
止
の
た

め
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
十

時
三
十
分
ま
で
の
問
、
次
の
と
お

り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

て
精
霊
舟
の
長
さ
一
一
仇
以
上
の

も
の
は
国
道
三
四
号
線
の
歩
道

は
通
行
で
き
な
い

二
、
本
経
寺
下
交
差
点
か
ら
馬
場

先
波
止
の
聞
は
諸
車
通
行
禁
止

但
し
路
線
パ
ス
を
除
く

三
、
馬
場
先
波
止
付
近
に
駐
車
で

そ

の

き
る
の
は
指
定
車
の
み
で
す
。

山
山，a1E
・

て

精

霊
舟
を
車
両
で
運
撮
す
る

と
き
は
危
険
で
す
か
ら
灯
ろ
う

い
目，ρ、"，，".，."、-.，."・.，.....，..J'."，'、..，".ι，'"'ρ"."町、"，1.・，，'....、....，"，，，'"、“‘1".，向

精霊流しの花火
ρi、";"，ぃ、・‘ 1，."旬、.'''.，r..，''、.;'.川、--、'，，'司、.''''';-''ぃ、""'"川、...."，...、

お
盆
と
と
も
に
、
精
霊
流
し
も

近
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
精
霊
流

し
に
は
花
火
が
つ
き
も
の
で
す
。

夏
の
風
物
詩
を
飾
る
楽
し
い
花

火
で
す
が
、
大
火
を
ひ
き
起
し
た

り
.
ま
た
人
の
身
体
を
傷
つ
け
危

険
な
も
の
で
す
。

と
く
に
精
霊
流
し
で
は
、
宗
教

的
行
事
で
あ
る
寛
容
さ
か
ら
、
無

謀
な
行
動
に
出
る
人
が
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
花
火
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
火
薬
類
取
締
法
‘
道

海
浜
事
故
防
止
強
調
旬
間

7 

月

別

日

1

7
月

初

願お

の
火
を
消
す
こ
と

二
、
精
霊
船
は
長
さ
十
仇

幅
二

-
五
相
川
、

高
さ
三
・
五
汎
以
下

で
あ
る
乙
と
。

事故のないお盆を

路
交
通
法
、
軽
犯
罪
法
な
ど
の
法

規
を
適
用
し
て
規
制
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

精
霊
流
し
の
日
は
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
花
火
な
ど
に
よ
る
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
の
販
売
庖

て

精

霊
舟
の
通
る
道
筋
の
居
で

は
花
火
類
の
陳
列
、
販
売
は
し

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

二
、
矢
び
ゃ
、

爆
竹
、
投
げ
玉
、

乱
れ
玉
な
ど
危
険
性
の
強
い
花

火
の
販
売
は
自
粛
し
て
下
さ
い

精
霊
舟
の
コ
ー
ス
に
あ
た
る
商

庖
・
住
宅
街

一
、
精
霊
舟
の
通
る
商
居
街
な
ど

で
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て

消
火
器
具
を
準
備
し
て
下
さ
い

二
、
着
火
・
引
火
し
や
す
い
油
類

セ
ル
ロ
イ
ド
、
枯
木
枯
葉
、

そ
の
他
燃
え
や
す
い
物
の
陳
列

放
置
な
ど
し
な
い
よ
う
に
整
理

し
て
お
い
て
下
さ
い

三
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
駐
車

日

精
霊
舟
用
と
し
て

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
無
償
払
下
げ

J

払

下

条

件

る

乙

と

。

い

O
町
単
位
か
部
落
単
位
で
あ
る
乙
申
込
期
限
及
び
現
品
支
給

と

。

七

月

三

十

一

日

ま

で

(

払

下

げ

ハ

個
人
に
は
払
下
げ
ま
せ
ん
。
は
先
着
順
で
す
)

山
(
リ
精
霊
舟
と
し
て
利
用
し
焼
却
す
申
込
先
市
企
画
室
公
害
交
通
係
ハ

場
.
玩
具
販
売
居
、
塗
料
居
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
居
、
そ
の
他
燃

え
や
す
い
物
を
取
扱
う
居
で
は
花

火
な
と
の
使
用
禁
止
の
表
示
を
し

て
下
さ
い
。

危
険
な
場
所
で
の

花
火
の
使
用
禁
止

一
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
駐
車

場
、
玩
具
販
売
居
、
塗
料
居
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
庖
及
び
そ

の
付
近
.
道
幅
の
狭
い
と
こ
ろ

見
物
人
通
行
人
が
密
集
し
雑

踏
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
で
は

矢
び
ゃ
‘
爆
竹
、
投
げ
玉
、
乱

れ
玉
な
ど
の
使
用
は
絶
対
に
禁

止
し
ま
す

二
、
精
霊
舟
に
は
.
責
任
者
を
定

め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
警
察
で
は
「
花
火
取
扱

者
」
を
指
定
し
、
何
ら
か
の
マ

ー
ク
を
つ
け
さ
せ
る
考
え
で
す

三
、
花
火
の
ほ
か
、
精
霊
流
し
に

参
加
す
る
人
北
は
飲
酒
を
自
粛

さ
せ
、
他
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
、
酒
類
を
出
す
場
合
は
精

霊
流
し
が
終
っ
て
か
ら
出
す
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

シ
ー
ズ
ン
で
す
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水
遊
び
の
夏
て
す

経

口

伝

染

病

赤

痢

に

最
近
の
赤
痢
は
、
強
い
症
状
を

示
す
乙
と
な
く
、
比
較
的
軽
い
症

状
で
す
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い

の
で
見
逃
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。症
状
は
、
数
分
お
き
の
下
痢
と

腹
痛
、
便
に
は
血
液
や
粘
液
が
混

じ
り
高
熱
が
出
る
な
ど
で
す
。

赤
痢
菌
は
、
患
者
や
保
菌
者
の

梅雨明けの大掃除

清潔て住みよい街づくり

次
の
要

領
で
各
町

内
で
実
施

計
画
を
た

て
て
、

梅

雨
明
け
の

大
掃
除
を

町
内
い
っ

せ
い
に
実

施
し
ま
し

ャ
酔
よ
J

。

マ
ナ

l
よ
く

で，申

l-

、伍
二f己
居、

ま
ず
手
洗
の
習
慣
を

ふ
ん
便
と

一
諸
に
排
せ

っ
さ
れ
ま

す
。
そ
の
菌
が
い
ろ
い
ろ
な
経
過

で
健
康
な
人
の
口
に
入
り
感
染
を

起
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
特
に
夏
に
か
け
て
、

生
水

・
生
も
の
を
多
く
ほ
し
が
る

季
節
で
す
。

一赤
痢
に
か
か
ら
な
い
よ
う
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

V
畳
の
下
、
床
下
の
清
掃
、
畳
の
一

日
光
消
毒

V
台
所
・

調
理
場
の
清
掃

V
ゴ
キ
ブ
リ
・
ハ
エ
・
蚊
の
駆
除

…

活
動

…

V
家
の
周
囲

・
あ
き
地
の
雑
草
除

日

去
V

側
溝
の
清
掃

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
各
町
一

務
連
絡
員
さ
ん
か
ら
回
覧
で
通
知
…

し

ま

す

。

…

楽
し
く
遊
ん
て

V
ま
ず
手
を
よ
く
洗
う
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

用
便
後
、
洗
た
く
物
な
ど
汚

物
の
取
り
扱
い
後
、
調
理
や
食

物
取
り
扱
い
前
、
外
出
か
ら
帰

っ
た
と
き
、

食
事
の
前
な
ど
は

特
に
手
洗
い
を
入
念
に
し
ま
し

ょャっ。

V
環
境
、
と
く
に
台
所
は
清
潔
に

保
ち
、
ハ
エ

・
ゴ
キ
ブ
リ

・
ネ

ズ
ミ
を
退
治
し
、
ま
な
板
、
包

丁
、
ふ
き
ん
な
ど
の
調
理
用
具

食
器
類
は
、
使
用
後
よ
く
洗

っ

て
乾
燥
さ
せ
て
下
さ
い
。

V
井
戸
水
を
ど
使
用
の
家
庭
は
、

一
度
水
質
検
査
を
受
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

V
野
菜
や
果
物
は
よ
く
洗
っ
て
食

べ
ま
し
ょ
う
。

な
ま
の
食
品
は
で
き
る
だ
け

早
く
調
理
し
、
鮮
度
が
お
ち
な

い
う
ち
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

1
)

よ'つ。

V
冷
蔵
庫
の
過
信
は
禁
物
で
す
。

事
故
も
な
く

冷
蔵
庫
に
入
れ
た
食
品
は
悪
く

な
ら
な
い
と
誤
解
し
て
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

生
鮮
食
品
の
長
期
保
存
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

V
平
素
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
ま

ー)
ょ・つ。

暴
飲
、

暴
食
を
さ
け
、
栄
養

に
か
た
よ
り
の
な
い
よ
う
に
し

十
分
睡
眠
を
と
っ
て
体
に
抵
抗

力
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

腸
チ
フ
ス
の
予
防
を

腸
チ
フ
ス
は
恐
ろ
し
い
伝
染
病

で
す
。高
熱
が

一
週
間
以
上
も
続
き
頭

痛
・
腰
痛
・
関
節
痛
が
あ
り
最
初

は
軽
い
下
痢
を
と
も
な
う
程
度
で

す
が
、
赤
痢
よ
り
重
い
病
気
で
す

予
防
は
赤
痢
の
場
合
と
同
じ
で

す。
生
水
、
生
も
の
は
さ
け
に
の
通

っ
た
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て

健
康
に
十
分
注
意
い
た
し
ま
し

ょ

-つ。

大
腿
四
頭
筋
拘
縮
症
の
検
診

受

診

長
崎
大
学
医
学
部
、
県
医
師
会

の
協
力
で
、
検
診
が
行
わ
朽
ま
す

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
乳
幼

児
、
小
学
生
を
お
持
ち
の
人
は
、 の

な

す

す

め

日い 是
時。 非

;ul. 
Jζ 

訟

す
る
よ
っ
l乙
し
て
下
さ

七
月
二
十
六
・
二
十
七
日

午
前
十
時

I
午
後
四
時

事

業

主

の育
児
休
業
奨
励
金
の
支
給

育
児
休
業
制
度
は
乳
幼
児
を

も
っ
勤
労
婦
人
に
対
し
て
一
定

の
期
間
休
業
す
る
こ
と
を
認
め

る
制
度
で
、
乙
の
制
度
を
あ
ら

た
に
実
施
す
る
事
業
主
に
奨
励

金
が
雇
用
保
険
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

支
給
要
件

①
次
の
よ
う
な
育
児
休
業
制
度

を
実
施
し
て
い
る
こ
と

ィ
、
労
働
協
約
、
ま
た
は
就
業

規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

ム」
口、

休
業
期
間
が
、

少
く
と
も

子
供
が
満
一
歳
に
な
る
ま
で

佐
世
保
市
福
祉
会
館

場
所
対
象(
大
腿
四
頭
筋
拘
縮
症
)

川
歩
き
方
が
お
か
し
い
。
乙
ろ
び

や
す
い

同
座
り
方
が
お
か
・
レ
い

川
下
肢
を
痛
が
る
。
疲
れ
や
す
い

し
こ
り
が
あ
る

(
三
角
筋
拘
縮
症
)

川
姿
勢
が
お
か
し
い
。
腕
が
体
に

つ
か
な
い
。

同
肩
甲
骨
が
で
つ
ば

っ
て
い
る

肩
が
下
が
る
。

皆

様
J、、利

用
で
き
る
乙
と

ハ
、
利
用
で
き
る
も
の
が
勤
労

婦
人
の

一
部
に
限
ら
れ
て
い

な
い
乙
と
。

②
育
児
休
業
を
利
用
し
た
勤
労

婦
人
を
休
業
前

一
年
以
上
継

続
し
て
雇
用
保
険
の
被
保
険

者
と
し
て
雇
用
し
て
い
た
こ

と
③
過
去
に
育
児
休
業
奨
励
金
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

育
児
奨
励
金
は

一
企
業
あ
た

り
八
万
八
千
円
で
す
。

詳
し
く
は
、
長
崎
婦
人
少
年

室

E
O
九
五
八
@
四
三
八
四

的
肩
の
動
き
が
悪
い
。

肩
が
痛
い

肩
で
音
が
す
る
。

同
腕
が
つ
か
れ
る
。
し
こ
り
が
あ

る。(
腎
筋
拘
縮
症
)

川
股
を
開
い
て
歩
く
。
正
座
が
で

き
な
い
。
座
っ
た
時
に
股
が
聞

く
。
座
る
と
後
へ
倒
れ
や
す
い

あ
ぐ
ら
を
か
け
な
い
。

椅
子
に
深
く
座
れ
な
い
。

し
ゃ

が
む
時
書
部
で
音
が
す
る
お
尻

の
へ
こ
み
、
し
乙
り
が
あ
る
。
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夏の交通事故防止

県民運動を実施

8月20日7月 21日

七
月
二
十
一
一
日
か
ら
八
月
二
十

一
日
ま
で
、
五
十
一
年
夏
の
交
通
事

故
防
止
県
民
運
動
が
実
施
さ
-
れ
ま

す
。
乙
の
運
動
は
、

解
放
感
か
ら
く

る
夏
休
み
中
の
子
供
の
交
通
事
故

及
び
夏
期
に
お
い
て
多
発
す
る
傾

向
に
あ
る
若
者
な
ど
の
暴
走
運
転

や
過
労
・
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
を
防
止
し
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
の
実
践
を
図
る
乙
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す

山
夏
休
み
中
の
子
供
の
交
通
事

故
防
止

凶
飲
酒

・
過
労

・
暴
定
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
防
止

一

海

水

浴

場

聞

き

一

一

.

松

原

7
月

刊

日

か

ら

一

一

三

浦

7
月

初

日

か

ら

一

一

い

よ

い

よ

海

水

浴

シ

ー

ズ

ン

を

注

意

一

一
迎
え
、
松
原
・
一
一
一
浦
海
水
浴
場
を

O
漁
業
操
業
な
ど
で
危
険
の
た
め
一

一
そ
れ
ぞ
れ
八
月
三
十
一
日
ま
で
開
午
後
六
時
以
降
の
遊
泳
は
禁
止一

一
設
し
ま
す
。

し

ま

す

一

~

な

お
、
付
近
に
は
ボ
ラ
龍
、
磯

O
監
視
員
の
指
示
に
は
必
ず
従
い
一

一立
網
な
ど
が
張
ら
れ
て

い

ま

す

の

ま

し

ょ

う

一

↑
で
、
指
定
さ
れ
て
い
る
遊
泳
海
域

O
指
定
さ
れ
た
駐
車
場
を
利
用
し一

一
か
ら
出
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
道
路
駐
車
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
一

海
浜
事
故
防
止
強
調
旬
間

7
月

幻

日
ご松

早い
。虫
期 ι に

にご

駆用
Jし、

を;

松
く
い
虫
被
害
に
よ
る
松
の
枯

損
木
も
毎
年
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
v

ま
す
が
、
今
年
も
松
く
い

虫
の
シ
ー
ズ
ン
に
λ
り
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

市
は
乙
の
被
害
を
最
少
限
度
に

く
い
止
め
る
た
め
、
松
く
い
虫
被

害
駆
除
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す

松
が
赤
く
な
っ
た
ら
早
期
に
駆

除
を
し
ま
し
ょ
う
。

駆
除
の
方
法
と
し
て
伐
倒
し
剥

皮
焼
却
か
薬
剤
駆
除
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
農
林
水
産
課
か
最

寄
り
の
松
く
い
虫
防
除
督
励
員
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

松
く
い
虫
防
除
督
励
員
の
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

O
三
浦
地
区
全
域

除

今
村
郷
一
二

O
三

O
鈴
田
地
区
全
域

平
小
川
郷

一
八
三
四

遠
岳
正
三

。
大
村
南
地
区

木
場
郷
二
五
一

四

野

口

文

夫

O
大
村
北
地
区

武
部
郷

一
一
二
四
佐
藤
邦
衛

O
西
大
村

・
原
郷
地
区

原
郷
八
三
三

石
橋
善
市

。
萱
瀬
宮
代
郷

・
田
下
郷
地
区

荒
瀬
郷
三
四
四
高
見
繁
雄

O
萱
瀬
中
岳
郷
・
黒
木
郷
地
区

中
岳
郷
一

O
O七
平

野

秀

光

O
福
重
地
区
全
域

野
田
郷

一
一
七
六

鷲
塚
馬
次
郎

O
松
原
地
区
全
域

四
ノ
郷
五
五

O

前
田

岩
崎
直
吉

市
民
プ

i
ル
利
用
に
つ
い
て

七
月
二
十
五
日
(
日
)
は
、
県

民
体
育
大
会
水
泳
競
技
が
、
市
民

.ア
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
一
般
開
放
と
併
せ
て

1

7
月

初

日

-、、
」ー

協

力

下

さ

い

大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

次
の
と
お
り
入
場
を
制
限
し
ま
す

第

一
回
入
場

午
前
十
時
1

十
二
時

厚

午
後

O
時
三
十

分

I
三
時

午
後
三
時
三
十

'
分

t
六
時

上
記
時
間
滞
で
、
入
替
え
ま
す

O
混
雑
し
な
い
時
間
帯
は
、
第
一

固
と
第
三
田
で
す
。

。
入
場
料
は
従
来
と
変
り
ま
せ
ん

第
二
回
伊

第
三
回
H

l
i
l
t
i
l
l
i
t
-
-
i
l
 

水
泳
教
室
を
聞
き
ま
す

対
象

小
学
校
三
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
男
女
で
泳
げ
な
い
人

目
時

二
八
月
三
日

t
八
月
六
日

午
後
三
時

1
六
時

場
所
市
民
プ
ー
ル

募
集
人
員
五
十
人

参

加

料

無

料

指
導
者

水
泳
連
盟
指
導
員

申
込
期
限
七
月
二
十
六
日

申
込

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話

番
号
を
か
い
て
市
体
育
課
へ
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水
遊
び
の
夏
て
す

マ
ナ

l
よ
く

企

業

の

振

興

設設

備管
譲夜
渡化

資

金

を

融

資

〔
設
備
近
代
化
資
金
〕

営
ん
で
い
る
人

期
間
五
年
以
内
(
一
年
据
置
)

限
度
額
設
備
設
置
費
の

1
一2
以

内
た
だ
し
、
八
百
万
円
ま
で

〔
設
備
譲
渡
資
金
〕

乙
の
制
度
は
中
小
企
業
者
が
企

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
設
備
を

近
代
化
し
合
理
化
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
無
利
子
で
貸
付
け
る
制
度

で
す
。

乙
の
制
度
は
、
中
小
企
業
者
が

設
備
の
近
代
化
を
行
な
う
場
合、

対
象

県
内
で
一
年
以
上
事
業
を

り

ha
、.
・・e，，、
-fas'
・af
、，
-a
，z
a
、f
・.，t
J
.
，，r
・ef
、，
-'Ez
、f
t
，、
Ff
，，r
t
・-、，‘
dee
‘e
、.
E
.
r
R
f
'
J

…

中

元

特

別

融

資

一

…

受

付

中

川て

す

…

へ
市
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
使
途
及
び
限
度
額

d

u
る
中
小
企
業
の
方
々
が
、
中
元
に
運
転
資
金
百
五
十
万
円
以
内
れ

で
必
要
な
仕
入
、
買
掛
決
済
な
ど
の

貸
付
期
限
十
月
末
日
ま
で
《

ザ
運
転
資
金
を
融
資
、
あ
っ
せ
ん
し

ハ

九
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
次
利
息
年
七
・
五
Mm

、

~

~

の

と

お

り

受

付

中

で

す

。

保

証

料

年

0
・
五
Mm

ゲ

い
ご
利
用
下
さ
い
。
一J

取
扱
金
融
機
関
大
智
信
用
組
合
叩

め
対
象
市
内
で
同
一
業
種
を
一
年
※
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課
内

ん
以
上
経
営
し
て
い
る
事
業
所
ま
た
は
、
商
工
会
議
所

へ

。

~

u
・2
・.. ，z
、.-z
・.，
s
・a・--、，，.・
2

・'、‘
.r'
・・'z
、.. ---.，，
、.・=、冒，
-・1
・，、、
r-
--，，、
z
r
，‘，，.•• 
2

、、，-
'・，.，‘、
r
-・.，，‘・
2
-

・、，，
e

おおむ

楽
し
く
遊
ん
て

要
望
忘
れ
る
機
械
を
協
会
で
購
入

し
乙
れ
を
割
賦
返
済
で
譲
渡
す
る

制
度
で
す
。

対
象
従
業
員
二
十
人
以
下
で
一

年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

償
還
期
間
四
年
年
賦

(
半
年
据

事
故
も
な
く

置
)

利

息

年

五
Mm

貸
付
限
度
額
一
千
二
百
万
円
以

内
(
新
品
の
機
械
購
入
の
場
合
)

※
詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所
ま
た

は
商
工
観
光
課
へ
。

.，、，、，

..
 
、.‘，，
、，.，、z、，、
・・e
.

，‘，.
・

.• 
，‘3
 ..
.. 
‘，E3
・・・.、，、
.‘，
.，、，‘
... ・2
、J
‘'・'B
，、，
.a
、・
z
，

無保証人で

運転

保

設備資金を

担無
乙
の
制
度
祉
、
国
の
小
規
模
事

業
施
策
の
一

環
と
し
て
、

経
営
改

善
を
は
か
る
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

小
口
の
事
業
資
金
を
国
民
金
融
公

庫
が
商
工
会
議
所
会
頭
の
推
せ
ん

に
よ
り
低
利
で
融
資
す
る
制
度
で

す。貸
付
条
件

刊

商
工
会
議
所
の
指
導
を
受
け

て
い
る
乙
と

(叫
ん

ごE
るで
乙ー
と年
以
上
事
業
を
営

(ニ)刊
と
従 諸
業税
員 金
を
フロ
納
し
て

る
こ

工
業
五
人
以
下

商
業
二
人
以
下

の
事
業
所

使
途
及
び
期
間

運
転
資
金

二

年
以
内

設
備
資
金

三

年

以
内

限
度
額
運
転
資
金
百
五
十
万
円

設
備
資
金
二
百
万
円

利

息

年

七
Mm

申
込
先
大
村
商
工
会
議
所
内

中
小
企
業
相
談
所

--
t
f
z
J
f
p
J
J
P
、f
，・，、J
、..
 
1
a

，‘
，ユ

台
育
大
人
以
交
交

雇
用
促
進
融
資
大

大

安

説

明

会

日
時

八
月
三
日

午
後
二
時

場
所

諌
早
市
永
昌
東
町

銀
行
諌
早
駅
前
支
庖
会
議
室

小
型
船
舶
操
縦
士
の
講
習
会

必
ず
受
講
し
て
下
さ
い

昭
和
五
十
年
五
月
二
十
五
日
ま

で
に
海
運
局
長
に
申
請
を
し
て
、

試
験
を
受
け
な
い
で
免
許
を
取
得

し
た
人
、
ま
た
は
受
け
る
予
定
者

は、

安
全
講
習
を
義
務
づ
け
ら
れ

未
受
講
者
は
免
許
を
没
収
さ
れ
ま

す。
次
の
と
お
り
講
習
会
が
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
受
講
し
て
下
さ
い
。

な
お
、

該
当
者
は
七
月
二
十
一

。
。

日
ま
で
農
林
水
産
課
へ
申
込
み
下

C
T

、.
0

4
c
'
u
v
 

講
習
日
七
月
三
十
日

午
前
十
時

t
午
後
四
時

場
所
長
崎
市
五
島
町

県
漁
協
会
館

当
日
会
場三
でデF
-支五
払百
う円

受
講
料

。
。

小
型
船
舶
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

検

査

を

お

忘

れ

な

く

船
舶
安
全
法
の
改
正
に
よ
り
遊

漁
船
な
ど
の
小
型
船
舶
は
安
全
検

査
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
昭
和
五
十

二
年
三
月
三
十
一
日
で
そ
の
猶
予

期
間
が
到
来
し
、
四
月
一
日
以
降

は
未
検
査
船
は
取
締
り
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
受
検
し
て
下
さ

な
お
j

罰
則
は
一
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
三
十
万
円
以
下
‘の
罰
金

と
な
っ
て
い
主
計
。

受
検
連
絡
先
は
検
査
機
関
の
日

本
小
型
船
舶
検
査
機
構
の
嘱
託
駐

在
員
片
町
一
七
五

l
三

渡

辺

芳

明

也

①

l
二
八
三
一

親
和

コ

U
AV
O
Y
-
-z-7anU
A
v
n
v
'
A号
i
n
U
AV
0
1
畠==
・i
R
U
Avn
H
Y
E--Z守一
品
川

U
AV
日

は

市

内

で

1'¥ 

タ
買

い

ま

し

よ

う
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募

集

-
競
艇
場
の

開
催
従
事
員
を
募
集

募
集
人
員
若
干
人

資
格
市
内
居
住
者
で
、
十
八
歳

以
上
五
十
歳
未
満
の
女
子
。

た
だ
し
、
舟
券
発
売
、
支
払
関

係
等
の
業
務
は
四
十
歳
未
満
。

男
子
要
員
満
十
八
歳
以
上
五
十

五
歳
未
満

手
続
受
験
申
込
書
(
写
真
添
付
)

に
住
民
票
抄
本
を
添
え
て
、
八

月
十
日
ま
で
に
競
艇
事
業
部
業

務
課
業
務
係
へ
直
接
本
人
が
申

込
ん
で
下
さ
い
。

受
験
申
込
書
は
業
務
係
で
お

渡
し
し
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
に
競
艇
事
業

部
へ
麗
歴
書
を
提
出
さ
れ
て
い

下

水

道

L

る
人
も
受
験
申
込
書
に
よ
り
改

め
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

選
考
の
方
法
一
般
常
識
、
珠
算

(
職
種
に
よ
り
除
外
)
、
面
接
、

身
体
検
査

選
考
日
申
込
者
に
別
途
通
知
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
競
艇
事
業
部
へ

耳
③
l
三
三
四
二

-
青
年
圏
内
研
修
生
を

募

集

期
間
九
月
二
十
一
日

l
三
十
日

研
修
地
滋
賀
県
、
愛
媛
県
、

高

知
県

研
修
内
容

O
青
年
教
育
の
視
察

。
地
元
青
年
と
の
交
歓

O
施
設
見
学

。
そ
の
他
各
種
研
修

募
集
人
員
六
人

資
格
O
市
内
に
在
住
す
る
勤
労
青
年

(
男
女
を
問
わ
な
い
)

O
年
齢
は
お
お
む
ね
二
十
歳
か
ら

二
十
五
歳
ま
で

O
健
康
で
団
体
生
活
に
適
応
で
き

る
青
年

O
事
前
・
事
後
研
修
と
も
参
加
で

き
る
人
。

経
費

個
人
負
担
金
一
万
円
程
度

造

て

守

ろ

つ

申
込

市
社
会
教
育
課
に
応
募
書

類
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

-
工
業
統
計
ポ
ス
タ
ー
を

募

集

用
紙
の
大
き
さ

B
三
判
(
タ
テ
長
に
使
用
)

使
用
す
る
色

最
大
限
四
色
(
白
色
は
一
色
と

数
え
な
い
)

注
「
使
用
す
る
色
」
の
中
に
は

「
文
字
の
色
」
も
含
ま
れ
ま
す
。

図
案
に
入
れ
る
文
字

「
通
商
産
業
省
」

「
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
十

一
日
」

「
工
業
統
計
調
査
」

「
工
業
統
計
調
査
の
目
的
、
機

能
な
ど
を
表
わ
す
適
当
な
標

語
」
を
入
れ
て
も
よ
い
。

提
出
期
日
八
月
十
五
日
必
着

あ
て
先
東
京
都
千
代
田
区
霞
が

関
一

|
三
l
一(一
T
一
O
O
)

通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計

部
工
業
統
計
課

ポ
ス
タ
ー
の
裏
面

ポ
ス
タ
ー
の
裏
に
は
次
の

乙
と

を
必
ず
明
記
し
て
下
さ
い
。

川
都
道
府
県
職
員
の
場
合
は

「
都
道
府
県
名
、
部
課
名
、

つ

暮

し

と

自

然

氏
名
」

制
上
記
以
外
(
市
区
町
村
職
員

職
員
の
家
族
、
指
導
員
、
調

査
員
、
友
人
、
知
人
な
ど
)

の
場
合
は
「
住
所
、
勤
務
先

学
校
名

(
学
生
の
と
き
)
、

氏
名
」

選
考
通
産
省
調
査
統
計
部
長
、

管
理
課
長
、
工
業
統
計
課
長
、

工
業
統
計
課
職
員
(
数
名
)
に

よ
っ
て
行
い
ま
す
。

結
果
の
公
表
八
月
下
旬

l
九
月

の
工
業
統
計
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

賞
品
、
記
念
品

入
選
一
点
、
佳
作
三
点
に
は
そ

れ
ぞ
れ
賞
状
及
び
記
念
品
を
、

参
加
作
品
に
は
記
念
品
を
送
り

ま
す
。

そ
の
他

刊
写
真
は
使
用
し
な
い

で
下
さ
い

同
応
募
ポ
ス
タ
ー
は
お
返
し
し

ま
せ
ん

料
著
作
権
は
通
商
産
業
省
に
帰

属
し
ま
す

同
入
選
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
書
か

れ
た
標
語
は
、
も
し
ほ
か
に

「
よ
り
よ
い
標
語
」
が
あ
っ

た
場
合
に
は
さ
し
か
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

注

詳
し
く
は
通
産
省
工
業
統
計

課
地
方
係
(
内
線
二
三
九
三
)

ま
た
は
県
統
計
課
(
内
線
二
二

二
四
)
へ

。

-
夏
休
み
に

学
童
保
育
所
を

聞
き
ま
す

共
働
き
や
父
子
・
母
子
家
庭
の

カ
ギ
ッ
子
の
小
学
校
低
学
年
を
対

象
に
学
童
保
育
所
を
聞
き
ま
す
。

期
間
七
月
二
十
一
日

l
八
月
三

十
一
日
(
日
曜
日
は
休
み
)

時
間
午
前
八
時

t
午
後
六
時

場
所
元
三
域
保
育
所
跡

指

導

員

三

人

内
容
み
ん
な
と
楽
し
く
遊
ん
だ

り
、
朝
は
勉
強
時
間
も
あ
り
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
も
し
ま
す
。

問
合
せ
大
村
学
童
保
育
父
母
の

会

橋原
口口

州
地
③
!
五

O
七
一

血
③

l
三
六

O
八

-
山
火
事
予
知
ポ
ス
タ
ー

の
図
案
・
標
語
を

募

日
本
林
業
協
会
主
催
で
次
の
と

お
り
山
火
事
予
知
ポ
ス
タ
ー
の
図

案
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
制
限
な
し

締

切

日

七

月
三
十
日

送
付
先
〒
一

O
二
東
京
都
千
代

田
区
六
番
町
七
番
地
日
本
林

業
技
術
協
会

作
品
の
要
領

要
旨
山
火
事
の
危
険
を
広
く
国

民
一
般
に
周
知
さ
せ
、
山
火
事

防
止
、
森
林
愛
護
の
必
要
性
を

強
調
し
た
も
の
。
但
し
未
発
表

の
も
の
に
限
る
。

用
紙
O
ポ
ス
タ
ー
図
案
縦

E
S
横
白

S
と
し
、
縦
書
と
す
る
。

色
彩
は
七
色
以
内
(
油
彩
、
水

彩
、
ク
レ
ヨ
ン
何
で
も
可
)

裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名

を
記
す
。

標
語
、
官
製
ハ
ガ
キ
と
し
、
一

枚
に
何
点
で
も
よ
い
。

ま
た
文
語
、
口
語
、
長
さ
も
自

由
。
但
し
山
火
事
予
防
、
森
林

愛
護
を
強
調
し
た
も
の
。

※
詳
し
く
は
市
農
林
水
産
課
へ

-
発
明
創
意
工
夫
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
募
集

集

県
内
在
住
者

応
募
締
切
日
九
月
三
十
日

申
込
先
長
崎
市
文
教
町
二
番
五

号
長
崎
県
工
業
試
験
場
内

発
明
協
会
長
崎
県
支
部
臨
@

|
二
六
四
七
(
申
込
用
紙
希
望

の
方
は
五
十
円
切
手
同
封
の
上

申
込
の
乙
と
)
詳
し
く
は
発
明

協
会
長
崎
県
支
部
ま
た
は
市

商
工
観
光
課
へ

資
格
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注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

つ
ゆ
が
明
け
て
本
格
的
な
夏
を

迎
え
ま
し
た
。

乙
の
夏
を
元
気
に
過
す
た
め
に

睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
食
事
で
は

漬
物
、
め
ん
類
な
ど
あ
っ
さ
り
し

た
も
の
に
片
よ
ら
な
い
で
、
良
質

の
た
ん
ぱ
く
質

(肉
、
魚
、
牛
乳

チ
l
ズ
、
大
豆
な
ど
)
を
大
い
に

と
り
ま
し

ょ
う。

八
月
の
健
康
相
談
室
日
程
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

り

1所在地1電話

おむお

内・皮肩 科

内科

市政だより

科

科
人婦産内

外

同
一|
J
川
|

診療科 目

(9) 

下

水

道

住

み

容一一一
一
一一
一…一一一一一

日

一山

富

山

一山
一山
一山
一山

-

妊

婦

教

室

暑
さ
き
び
し
い
折
、
い
か
が
お

過
し
で
す
か
。

夏
パ

テ
せ
ず
、
元
気
な
赤
ち
ゃ

ん
を
生
む
た
め
に
、一

緒
に
勉
強

?レ
士
子
し
ょ
v

つ
。

小児 科

内 科・外科
皮 、膚 ，科

科

科

外

内

r

a

q

G
 

噌

E
i

n
v
白

よ

いー

町

初
め
て
お
産
さ
れ
る
人
は
、
是

非
お
で
か
け
下
さ
い。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

| 内 容

|唄っておきたいーた同度
。妊娠中の保健

。安産のために(補助動作、旺婦体操の実習)I 
0産後の保健 i 
O育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習) 1 

8月18日 1 0家庭の幸せのために(家族計画)
第3回

1

0妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)

産
業
局
公
害
保
安
課

(福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
二
の
十
一

の

一

福
岡
合
同
庁
舎

E

O

九
二
l
四
三
一
l
一
三

O
一
)

で
入
手
で
き
ま
す
。

催

も

の

L 

圃
少
年
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

少
年
少
女
を
海
に
親
し
ま
せ
、

併
せ
て
科
学
知
識
の
向
上
を
図
る

た
め
に
行
い
ま
す

日

時

八

月
二

日

午

前
十
時

雨
天
の
時
は
八
月
十
日

場
所

市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
艇

場
対

象

小

学
生

(
保
護
者
同
伴
)

参
加
料

無
料
。
参
加
賞
が
あ
り

ま
す
。

申
込

当
日
受
付

へ
申
込
む
こ
と

主
催

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
定
会

試

験

圃
公
害
防
止
管
理
者
等
の

国

家

試

験

第
一
日
九
月
二
十
六
日

第
二
日
十
月
三
日

試
験
地

福
岡
市

受
験
願
書
等
の
用
紙
及
び
受
験
案

内
書
の
請
求

受
験
願
書
等
及
び
受
験
案
内
書

は
八
月
五
日
ま
で
に
福
岡
通
商

試
験
日

圃
「
新
婚
さ
ん
グ

い
ら
っ
し
ゃ
い
」

テ
レ
ビ
公
開
録
画

日
時
八
月
二
日
(
月
)

時
三
十
分

場

所

市

民
会
館

午
後
六

v
h
d
A
3

一
凋4A
に
d

一
n
H
u
n
i
n
U

一
4
I
n
d

-
v
h
d
ρ
0
4
1

q

u

O
凸一

v
b
n
O

一
円U
H
唖

q
u

一
n
d
Q
υ

一
q
u
Q
o
n
t

O
6
1
i

一
q
U
D
O

-
aM3
0
0
A
4
4

一
n
d
d
o
d

一
Q
凸
q
d
o
凸

E
U
q
u

一
n
d
E
U

一
9
u
v
h
u
QA

一
O
白
q
白
一
q
u
q
白
O
'u

田

町

一
町

郷

一
部

路

部

一
町

場

一
松

田

町

川

一
島

古

一

小

一

馬

一

本

一

医

一
H

休
同
青
戸
百
降
昆ー
凍
件
直
他陣
一間

番

一名
一
院

科

一
院

院

一
院

院

院

一
院

院

一
院

院

院

一機

当

一週

医

外

医

医

一
直

医

唯

一
医

医

一
医

医

医

一d

E
一偶
一
本

崎

井

崎

一
川

E
伯

一
尾

永

一
道

長

木

一時

一
日
一
医
一

桝

田

寺

長

↑
田

原

佐

一

松

松

一
山

朝

楠

一引

回

一

一

一

吉

一ナ『

|

|
|
l|』
÷÷十十十ナア了了l!lll|l|'l||ll|}||||||
上
一午

の

一「「

一
閑閑
一
科
科

一間

月

一て'

一
開戸
ト

一痔守4
 

一

一
匹

一劇

8
一

一

市

一診

一
壬午

一

外

内

眼

一

な
お
、
テ

レ
ビ
放
送
は
八
月
二

十
九
日
及
び
九
月
五
日
の
予
定
で

す
。当

日
の
入
場
整
理
券
を
市
内
の

長
崎
県
ラ
ジ
オ
電
器
商
業
協
同
組

合
大
村
支
部
加
盟
屈
で
七
月
二
十

日
か
ら
配
付
し
ま
す
の
で
希
望
者

は
お
近
く
の
電
器
具
販
売
居
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

園
大
村
子
ど
も
劇
場

H

サ
マ

1
コ
ン
サ
ー
ト
H

大
村
子
ど
も
劇
場
は
-

M

子
供

に
豊
か
な
夢
と
造
り
出
す
喜
び
を

グ
と
願
う
親
が
集
ま

っ
て
自
主
的

に
作
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
大
村
混
声
合
唱
団
の
協
力

で
サ
マ

l
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き
ま

す
。

日

時

七

月

二
十
四
日
(
土
)

午
後
六
時
か
ら
七
時
三
十
分

場
所

光
と
緑
の
園
「
向
陽
寮」

中
庭

(
大
村
部
隊
横
)

雨
天
の
場
合
は
向
陽
寮
体
育
館

入
場
料

無
料
。
家
族
で
ど
う
ぞ

出
演

大
村
混
声
合
唱
団
ほ
か

主
催

大
村
子
ど
も
劇
場

問
い
合
せ
は
、
池
田
郷
坂
口
五

一
の
四

富
永
方

皿
②
|
四
三
四
五

印
私
た
ち
の

郵
便
協
力
会

日

大

村
郵
便
局
に
郵
便
協
力
会
~

…
が
誕
生
し
て
一
カ
年
に
な
り
ま
J

一
ーレやル
。

へ

乙
の
協
力
会
の
主
旨
は
、

私
い

い
た
ち
社
会
生
活
に
欠
く
乙
と
の
…

f

で
き
な
い
最
も
身
近
な
郵
便
事

}

…
業
に
市
民
の
方
々
が
関
心
と
理
山

吋
解
を
深
め
、

郵
便
局
と
協
力
し
九

又
口
う
善
意
の
協
力
団
体
で
す
。
い

会
長
に
は
溝
上
太
久
馬
さ
ん
一

円
役
員
に
は
市
内
の
各
種
有
力
団
J

…
体
の
会
長
さ
ん
で
構
成
し
、
郵
ハ

~
便
番
号
の
記
載
率
の
向
上
や
郵
U

V

便
受
箱
の
設
置
対
策
、
年
賀
郵
…

「
使
の
取
扱
い
な
ど
に
対
し
協
力
〕

…
と
助
言
を
行
う
ほ
か
、
郵
便
局
J

「
に
対
す
る
要
望
な
ど
を
協
議
し
九

九
て
い
ま
す
。

本
年
は
ま
ず
、
七
月
十
一
日
一

円
に
開
催
さ
れ
た
親
子
ス
ケ
ッ
チ
川

一
大
会
と
併
せ
て
「
郵
便
ポ
ス
タ
ハ

ーl
」
を
募
集
し
、

少
年
・
児
童
h

v
の
郵
便
に
対
す
る
理
解
を
深
め
…

円
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
活
動
に
深
い
ご
理
J

「
解
と
ど
支
援
を
い
た
だ
き
、
市
山

叩
民
の
郵
便
協
力
会
に
ま
で
発
展
い

い
し
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
…

…
し
ま
す
。
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講

習

会

り

圃
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

講

習

会

おお玉む、

健
康
で
明
る
い
青
少
年
の
育
成

を
図
る
た
め
に
は
、
生
活
経
験
に

基
づ
き
、
実
践
活
動
を
通
じ
て
の

社
会
性
を
体
得
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

そ
乙
で
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

教
育
と
原
理
を
広
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
多
数
ど

参
加
下
さ
い。

期
日
七
月
二
十
五
日
(
日
)

午
前
九
時
J
午
後
六
時

場
所
中
央
公
民
館

参
加
で
き
る
人

十
八
歳
以
上
の
男
女
で
、

市政だより昭和51年 7月15日
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O
子
供
会
な
ど
少
年
団
体
の
指
導

者
O
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
関
心
の
あ

る
人
及
び
関
係
者
、
父
兄

O
そ
の
他
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

参

加

費

千
円

申
込
方
法
七
月
二
十
日
ま
で
に

電
話
で
、
中
央
公
民
館
へ
申
込

ん
で
下
窓
い
。

也

③
|
四
三
二一

-
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

ゲ
ル

l
ブ
会
員
を
募
集

基
礎
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
ま
で
の

技
術
を
学
び
、
カ
ラ
l
コ
ン
ビ
、不

l
シ
ヨ
ン
と
フ
ラ
ワ
ー
手
芸
の
美

し
さ
が
楽
し
め
ま
す
。

日
時

第

一
二
ニ
の
金
曜
日

午
前
十
時

t
十
二
時

中
地
区
公
民
館

場
所

( |水道だより

i 水道のメーターは i 
! 見やすい所に ! 
:下すす す し 化 の に庭 i 
i さるい 場く し 設 よ園住 i
i日よ 場合支 、置り の宅 i
う所は 障検場 、改の

t どへ、を 針 所メ良増 1

1 協移見き lにζ が!な改 t
t 力設やた 著変 タど築 '

~読矛芥当以側仰仰r
~(む勺W〆の川3叫) 川((1/"附がψ仇仰」山かル'J~川川';

t 一--イ¥J F<一-寸 ι、ノR、、Eし‘ t

「ミ司、ξ~i~~可\AJi

帝
国
華
道
院
教
授

中
瀬
三
年
子
先
生

申

込

中

地
区
公
民
館
へ
電
話
で

お
願
い
し
ま
す
o

E

③
l
↓
三
七
六

講
師

圃
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、

仲
間
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
行
う
研
修
会
を
聞
き
ま
す
。

日
時
八
月
二
日

t
十

一
月
二
十

八
日

毎
月
第

一
・
三
月
曜
日

午
後
七
時

t
九
時

場

所

中

地
区
公
民
館

対

象

レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン
に
関

心
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
め
た

い
と
思
う
男
女

主

催

大

村
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
ク
ラ
ブ

申
込

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
七

月
二
十
四
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か

電
話
で
、
玖
島
郷
二
五
、
市
社

会
教
育
課
へ

ス
ポ
ー
ツ

-
硬
式
テ
ニ
ス

同
好
者
を
募
集

対

象

申
込
先

一
般
大
川
田
町
江
頭
和
男

へ

血

①

|
O
一
七
三

大
村
小
学
校
の
電
話
番
号
が
変
り
ま
し
た

T
E
L
 ③
l
七

そ

の

他

圃
無
料
人
権
相
談
所

を

開

設

人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、
身
の

ま
わ
り
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
悩

ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
次
の
と

お
り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で

遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

日

時

七

月
二
十
一

日

(水
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

場
所

-
無
縁
墳
墓
の
改
葬

佐
世
保
市
原
分
町
坂
ノ
上
字
丸

田

一一

九
一
、

一
一
一
ニ
九
、
一
一

四
O
、

一一

四
三
、
一
一

四
四
番

地
に
所
在
す
る
通
称
共
同
墓
地
が

墓
地
整
備
及
び
環
境
美
化
事
業
の

た
め
改
葬
さ
れ
ま
す
。

乙
の
地
に
葬
ら
れ
た
方
の
縁
故

者
が
あ
れ
ば
次
の
と
乙
ろ
へ
届
出

て
下
さ
い
。

届
出
先

佐
世
保
市
原
分
町
坂
ノ

上
二
二
九
l
二

坂
ノ
上
公
民
館
長

寺
田
栄

一
郎

八
月
十
日

約
百
三
十
墓

(詳
細
不
明
)

届
出
期
限

墳
墓
の
数

一
七

③

l
七
一

ー

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ん

ご

ざ

い

ま

し

た

l

山
社
会
福
祉
事
業
費
へ
金
一
封

演
奏
会
を
開
催
し
た
際
の
収
益
(

山
ム
水
田
二
区
の
天
野
憲
次
さ
ん

は

金

の

一

部
を

亡
妻
良
子
さ
ん
の
忌
明
に
ム
大
村
地
区
同
盟
の
皆
さ
ん
は
、
…

…
ム
竹
松
本
町
の
平
地
昭

一
さ
ん

は

メ

ー
デ
ー
記
念
福
祉
パ
ザ
!
の
山

亡

父

政

吉

さ

ん

の

忌

明

に

収

益

金

を

一
ム
諏
訪
郷
の
峯
シ
ズ
子
さ
ん
は
、
ム
大
村
市
三
水
会
で
は
、
金

一
封
~

亡
夫
治
さ

ん

の

忌

明

に

を

~
ム
玖
島
郷
の
岩
永
雅
行
さ
ん
は
、

ム
大
村
部
隊
第
四
施
設
大
隊
一
中
小

亡
母
ユ
リ
さ
ん
の
忌

明

に

隊

の

皆

さ

ん

は

、
金
一

封
を

山
ム
小
路
口
町
第
二
住
宅
の
草
野
節

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

男
さ
ん
は
、
亡
母
り
き
さ
ん
の
ム
桜
馬
場
の
土
居
イ
マ
さ
ん
は
、
山

忌

明

に

亡

夫

末

吉

さ

ん

の

忌

明

に

、

盆

山

J

ム
水
田
一
区
の
蕗
谷
ト
シ
ヨ
さ
ん

栽

(
松
・
グ
ミ
・

オ
オ
タ

ニ
ワ
ん

は
亡
夫
次
三
さ
ん
の

忌

明

に

タ

リ
)
各

一
鉢
を

~
ム
武
留
路
郷
の
野
中
通
さ
ん
は
、

交
通
安
全
対
策
費
と
し
て
ご
預
託
い

献
血
の
報
償
金
を

ム

杭
出
津
郷
の
酒
井
二
郎
さ
ん
は
い

い
ム
池
田
ア
パ
ー
ト
の
大
村
尚
拳
館

亡
兄
一
郎
さ
ん
の
忌
明
に

の
皆
さ
ん
は
、
空
手
道
演
武
大

会
を
開
催
し
た
際
の
入
場
料
の
ム
七
月
一
日
号
の
ど
寄
付
は
「
清
~

一
部
を

和
国
へ
」

で
し
た
の
で
お
わ
び

川

~
ム
三
曲
協
会
の
皆
さ
ん
は
、
邦
楽

し
て
訂
正
し
ま
す
。

園
大
村
純
毅
伝
の

頒
布
を
締
切
り
ま
す

旧
藩
主
の
子
孫
で
、
元
市
長
の

大
村
純
毅
氏
の
伝
記
は
、
好
評
の

う
ち
に
頒
布
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
残
部
が
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

お
ん
。
七
月
二
十
五
日
で
締
切
り
ま
す

の
で
.
ご
希
望
の
方
は
早
自
に
お

求
め
下
さ
い
。

申
込
先

市
社
会
教
育
課
内

血

③

|

四

一
一
一

頒
布
価
格
三
千
円

な
お
、
お
求
め
の
際
は
、
代
金

引
き
か
え
に
、
直
接
お
願
い
し

ま
す
。

i¥ 
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